
「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく
釧路川の減災に係る取組方針（案）

資料３－１

平成28年11月25日

釧路川水防連絡協議会 釧路川減災対策部会

（釧路市、釧路町、標茶町、弟子屈町、鶴居村、
釧路総合振興局、釧路地方気象台、釧路開発建設部）



釧路川減災に向けた取組方針のポイント

氾濫することを前提とした減災のための取組として、避難行動や水防活動などのソフト対策に重点を置いた取組方針

洪水による災害の発生の防止又は軽減 堤防整備や河道掘削などハード対策を中心として段階的に整備

関係機関の協力（消防、警察、自衛隊）
・流域住民の安全安心を担う

釧路市長、釧路町長、標茶町長、弟子屈町長、鶴居村長や
釧路総合振興局、釧路地方気象台、釧路開発建設部

◆地形的特徴
① 我が国最大の湿地である釧路湿原を有する
② 流域市町村の市街地を貫流する

◆大規模水害時の主な特徴と課題

◆取組内容のポイント
（ハード）
・越水等が発生した場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防天端
の保護対策の実施

◆大規模水害時の主な特徴と課題
◇中上流域では、河川勾配に加え流域地形の勾配も急であるこ
とから、氾濫水が短時間で流入するため、早期に避難困難となる
水位に達するおそれがある。

◇平成28年8月の大雨で新釧路川の広里地点で氾濫注意水位
を約600時間（約25日間）にわたり超過した出水が発生した。低
平地が広がる下流域は、新釧路川の氾濫により1週間以上にわ

たり浸水する可能性があり、多くの住民が水平避難を余儀なくさ
れることに加え、避難行動の長期化が懸念される。

◇居住市町村外への通勤、通学、通院、買い物等を行う住民に
対して発災時の情報発信不足による避難の遅れが懸念される。
また、釧路管内は釧路湿原国立公園をはじめとした豊かな自然
に恵まれた地域であり、国内外から多くの観光客が訪れる地域
であるが。特に近年増加している外国人観光客に対して、水害リ
スクや発災時の行動に関する情報発信を適切に行うことが重要
である。

（ソフト）
・想定最大規模の洪水に対する浸水深・浸水継続時間等の情報を踏まえ、避難
経路の設定や避難場所の見直しを実施し、ハザードマップの更新及び市町村の
避難判断・伝達マニュアル（水害編）の充実を図る。また、避難時間確保に資する
べく、水防資機材の充実や水防訓練の継続実施を図る。

・長期にわたる浸水に対し、社会経済活動の早期再開に資するため、既設排水系
統を関係機関と共有の上、資機材搬入経路と想定排水箇所の設定を行うとともに
、開発局保有の排水ポンプ車を活用した効率的な排水計画を検討し、訓練を実施
する。また、長期にわたる浸水に対する避難受入体制について検討する。

・防災意識の醸成により主体的な避難行動を促すために、幼少期からの防災教
育を充実させるとともに、観光客や市町村外への通勤、通学等の住民に対する情
報発信方法の検討を行う。

◆取組状況を踏まえたフォローアップの実施
・取組状況を踏まえて随時見直し、毎年出水期前には、進捗状況を共有。 1



【地形的特徴】

① 我が国最大の湿地である釧路湿原を有する
・湿原へ流れ込む洪水が時間をかけて新釧路川へ流出するため、洪水が長期化。

② 流域市町村の市街地を貫流する

・中～上流域は勾配を有する丘陵地で氾濫水が流下しやすく、また、下流域は低平地
で氾濫水が拡散しやすく、市街地への浸水が広範囲に及ぶことが懸念される。
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【大規模水害時の主な特徴と課題①】

■中上流域
・中上流域（弟子屈町・標茶町）では、河川沿いに形成された丘陵地に人口・資産が集中する。河
川勾配に加え流域地形の勾配も急であることから、氾濫水が短時間で流入するため、早期に避
難困難となる水位に達するおそれがある。
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【大規模水害時の主な特徴と課題②】

■下流域
・下流域（釧路市、釧路町）では、平成28年8月の大雨では新釧路川の広里地点で氾濫注意水位
を約600時間（約25日間）にわたり超過した出水が発生した。低平地が広がる下流域は、新釧路
川の氾濫により1週間以上にわたり浸水する可能性があり、多くの住民が水平避難を余儀なくさ
れることに加え、避難行動の長期化が懸念される。
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【大規模水害時の主な特徴と課題③】

■居住市町村外への通勤、通学、通院、買い物等を行う住民や観光客への情報発信
・発災時の情報発信不足による避難の遅れが懸念される。また、釧路管内は釧路湿原国立公園
をはじめとした豊かな自然に恵まれた地域であり、国内外から多くの観光客が訪れる地域である
が。特に近年増加している外国人観光客に対して、水害リスクや発災時の行動に関する情報発
信を適切に行うことが重要である。
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【減災のための目標】

■５年間で達成すべき目標

釧路川の大規模水害に対し、長時間継続する洪水に対しての
「迅速・確実な避難」 「社会経済被害の最小化」を目指す

※大規模水害・・・・・・・想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水氾濫による被害

※迅速・確実な避難・・・・流域住民が予め避難経路・避難場所を把握し、またリアルタイムの防災情報等を入手し
避難勧告等に基づき的確な避難を行う

※社会経済被害の最小化・・人口・資産の集中する標茶町、弟子屈町、釧路市、釧路町市街地をはじめ、流域全体に
おける大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に経済活動を再開できる状態

■上記目標達成に向けた２つの取組
釧路川において水災害防止を目的として河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を河川内で

安全に流す対策に加え、下記の取り組みを実施。

１．迅速かつ確実な避難のための避難行動に関する取組

２．長時間続く洪水、広範囲にわたる浸水被害から社会経済被害を軽減す
るための的確な水防活動・早期復旧のための取組

おける大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に経済活動を再開できる状態

6



【ハード対策の主な取組】①

＜現状の取組状況＞

○流下能力が不足している道管理区間において、河道掘削等を実施している。
○流下能力が不足している国管理区間において、河道掘削等を実施している。

＜課題＞ ＜取組＞

高さや幅が不足している堤防や、流下能力が不足して
いる河道があり、洪水により氾濫するおそれがある。

洪水氾濫を未然に防ぐための河道掘削や越水等が
発生した場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ば
すよう堤防天端の保護等を実施する。

・危機管理型ハード対策の実施・危機管理型ハード対策の実施

・洪水氾濫を未然に防ぐ対策の河道掘削の実施

S35弟子屈町 浸水状況

H28.8の増水状況

粘性土
砂質土

粘性土

表土

堤防天端をｱｽﾌｧﾙﾄ等で保護し、堤防への雨水の浸透を抑制

するとともに、越水した場合には法肩部の崩壊の進行を遅らせ

ることにより、決壊までの時間を少しでも延ばす

アスファルト等

7



【ハード対策の主な取組】②

＜現状の取組状況＞

○避難に関する情報及び避難の際の注意事項等をＦＭくしろ、防災無線・広報車・消防車などにより情報伝達して
いる。

○河川水位、洪水予報、ライブ映像、洪水予報周知、気象情報、注意報、警報等の情報をホームページ等を通じ
て伝達している。

＜課題＞ ＜取組＞

登録制情報配信メール、ホームページ、緊急速報メー
ル等により各種防災情報を発信しているが、高齢者や
要配慮者へ伝えたい情報が正しく伝わっているか懸念
される。

住民の避難行動を促し迅速な水防活動を支援するた
めの情報発信方法の検討を行う。
・洪水予報等をプッシュ型で情報発信するためのシステ

ム構築

・スマートフォンを活用したリアルタイム情報の提供シス
テム構築

・避難行動要支援者に配慮し、防災ラジオ等の活用を
検討

・水害リスクの高い地区に対して、避難勧告等の発令
判断に活用する水位計の整備

・既存土のうステーション等の資材を補充

ホームページによる情報発信

出典：国土交通省 北海道開発局 ホームページ
http://info-dam.hdb.hkd.mlit.go.jp/river/detail/shibecha.htm 8



【ソフト対策の主な取組】避難行動に関する取組①

＜現状の取組状況＞

○避難勧告等の発令者、発令基準を地域防災計画に記載し、自治体はその内容に基づき避難勧告等を発令して
いる。

○避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成（水害編）【作成例】を提供し、自治体の作成を支援している。また、自
治体の避難勧告に着目した防災行動計画（タイムライン）作成を支援している。

＜課題＞ ＜取組＞

現行の地域防災計画には、水位に対応した避難勧告
等の発令基準や発令対象地区が明確に記載されてい
ない。避難勧告に着目したタイムラインの作成が現時点
では無い。また、避難勧告等の判断や伝達方法等を予
め整理することが求められる。

情報伝達、避難計画等に関する取組
・避難勧告に着目した防災行動計画の精度向上を図
り、タイムラインの精度向上を図る。

め整理することが求められる。

・市町村の避難勧告等の判断・伝達マニュアルの作成

○ 内閣府では、
避難勧告等の判断・伝
達マニュアル作成ガイド
ライン（案）」を平成２６
年４月に改訂している
→早期に、避難勧告等

の判断基準の見直し
が必要。
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【ソフト対策の主な取組】避難行動に関する取組②

＜現状の取組状況＞

○気象警報・注意報の発表し現象ごとに警戒期間や注意期間、ピーク時間帯、雨量などの予想最大値等を周知し
ている。また、氾濫危険情報の発表等の洪水予報の発表を行っている。

○重大災害が発生するおそれがある場合には市町村長に対して情報伝達（ホットライン）をしている。
○災害対応の判断材料となる基準観測所水位予測情報を関係期間に情報提供している。

＜課題＞ ＜取組＞

防災情報の意味やその情報による対応が住民
に十分認知されていないことが懸念される。

避難経路に位置する橋が通行止めとなった場合、
避難行動要支援者施設などの避難に時間を要す

情報伝達、避難計画等に関する取組
・わかりやすい洪水予報伝達文への改良や気象情報 発信

時の表示を改善
危険度色分けした時系列

警報等を解説・見える化する

避難行動要支援者施設などの避難に時間を要す
ることが懸念される。

登録制情報発信メール、ホームページ、緊急速
報メール等による各種防災情報を発信しているが、
避難行動要支援者へ伝えたい情報が正しく伝わっ
ているか懸念される。

・想定最大規模の洪水に係る浸想想定区域図に基づ いた
地域防災計画の更新、長期化する浸水に対す る受入体
制等の検討

・避難行動要支援者利用施設における避難場所の確保・訓
練等に関する取組

・円滑な避難、氾濫後の復旧のための道路管理者との連携

洪水注意報・

警報の情報を
補足する情報

として視覚的
なメッシュ情
報を提供

メッシュ情報
気象台が提供する
気象情報の活用

出典：国土交通省
気象庁 ホームページ
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【ソフト対策の主な取組】避難行動に関する取組③

＜現状の取組状況＞

○平成20年12月に浸水想定区域を公表し、また平成28年6月に想定最大規模の洪水による浸水想定区域図を公
表して、自治体に通知している。（新釧路川・釧路川：国管理区間）

○浸水想定区域図に基づき、洪水ハザードマップを作成し、浸水範囲、避難所、避難場所を周知している。また、
各市町村のハザードマップは、開発建設部ホームページでも公表している。

＜課題＞ ＜取組＞

想定最大規模の洪水における避難場所や避難経路
の検討が必要であるが、段階的な避難方法検討の必
要性について、検討が必要である。

想定最大規模の洪水に係る避難経路の設定や避難場
所の見直し（ハザードマップ更新等）を行う。

洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

現行のハザードマップ（計画規模）

・想定最大規模も含めた浸水想定区域図、家屋倒壊等
氾濫想定区域の公表

・まるごとまちごとハザードマップの更新に向けた検討
・流域市町村間での情報共有、防災協定の継続

洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

新釧路川 釧路川

11



【ソフト対策の主な取組】避難行動に関する取組④

＜現状の取組状況＞

○避難に関する情報及び避難の際の注意事項等をＦＭくしろ、防災無線・広報車・消防車などにより情報伝達して
いる。

○河川水位、洪水予報、ライブ映像、洪水予報周知、気象情報、注意報、警報等の情報をホームページ等を通じ
て伝達している。

＜課題＞ ＜取組＞

釧路管内は釧路湿原国立公園をはじめとした豊かな
自然に恵まれた地域であり、道内をはじめとして国内外
から多くの観光客が訪れる地域であるが、観光客に対
する水害リスクや発災時の行動に関する情報発信、特
に近年増加している外国人観光客への情報発信が不

観光客や市町村外への通勤、通学等の住民に対す
る平時及び発災時の情報発信方法の検討を行う。

に近年増加している外国人観光客への情報発信が不
足している。

・住民の水防災意識啓発のための広報の充実
（水害リスク情報や減災の取組関連情報を一元的
に情報発信し、関係機関のホームページからアク
セスし易くする等）

例～スマートフォンの活用
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【ソフト対策の主な取組】避難行動に関する取組⑤

＜現状の取組状況＞

○避難勧告の発令の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を、釧路地方気象台と釧路開発建設部の共
同で実施している。また、切迫度が伝わる予報文への改良を行っている。

○河川水位、洪水予報、ライブ映像、洪水予報周知、気象情報、注意報、警報等の情報をホームページ等を通じ
て伝達している。

＜課題＞ ＜取組＞

防災情報の意味やその情報による対応が住民に
十分認知されていないことが懸念される。

各々の市町村外へ通勤、通学、通院、買い物等を
行う住民に対して、平時及び発災時の情報発信が
不足している。

釧路川の特徴を踏まえた幼少期からの防災教育を継続
実施及び拡充させる

不足している。

・水防災に関する講習会や研修の実施、自主防災組織等
の住民意識向上などの効果的な対応を検討

【平常時の活動例】
◆地域内要配慮者の確認・対応方法
（高齢者、障害者、未就学児童等）
◆災害発生時の被害未然防止
（危険箇所の点検など）
◆災害発生に備えて地域を知るための活動
（地域防災地図の作成）
◆災害発生時の活動に備えての活動
（避難訓練、資機材の整備、点検など）

平常時の活動例

13



【ソフト対策の主な取組】的確な水防活動、早期復旧に関する取組①

＜現状の取組状況＞

○避難誘導は、地域防災計画に基づき市町村職員、警察、水防団（＝消防団）が実施する。
○河川管理者、気象庁からの発表等に基づき、水防団や住民に対して伝達系統図により情報伝達している。
○毎年、水防資機材の保有状況について、水防連絡協議会で確認している。

＜課題＞ ＜取組＞

災害活動が重複した場合の災害対策用機械（特にポ
ンプ車）の対応や資機材の共有方法について、相互支
援のルールが確立されていない。地域防災計画には、
市町村職員、警察、水防団それぞれの役割が明確に規
定されておらず、出動時の混乱が懸念される。

・的確な水防活動を実施するべく、水防資機材の充実
や関係機関との情報共有を図る

・重要水防箇所の見直し、水防団や住民が参加する
共同点検を実施

定されておらず、出動時の混乱が懸念される。

・関係機関と連携した水防訓練の実施

水防団・住民との共同点
検の実施
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釧路河川事務所
釧路郡釧路町若葉1
丁目28番地3

16,522 1,730 3 3 6 24 5 － －

釧路地区水防拠点 釧路市愛国地先 15,084 630 12 5 － 34 5 212 2,208

標茶地区河川防災ステーション
川上郡標茶町旭4丁
目7地先

3,950 503 13 1 － 46 15 299 1,338

水防用資材

区分

保管場所名・住所

水防資機材保有状況

総合水防演習・広域連携防災訓練の実施 14



【ソフト対策の主な取組】的確な水防活動、早期復旧に関する取組②

＜現状の取組状況＞

○水防資機材は、釧路市防災庁舎、役場倉庫、消防署倉庫、湿原の風アリーナ、釧路川水防センター、釧路地区
防災資器材備蓄センター、出張所倉庫、釧路河川事務所、釧路地区水防拠点、標茶防災ステーション等に保有
している。

○災害対策用機械（排水ポンプ車、照明車）は、水防拠点、河川防災ステーションに配置している。

＜課題＞ ＜取組＞

災害対策用機械は、平常時から定期的な保守点検を
行うとともに、自治体と連携した機械訓練を実施、常時、
災害発生による出動体制を確保する必要がある。

災害活動が重複した場合の災害対策用機械（特にポ
ンプ車）の対応や資機材の共有方法について、相互支

長期にわたる浸水に対する効率的な排水手段の検討
を行う。

緊急排水連絡体制

排水手段の検討例

ンプ車）の対応や資機材の共有方法について、相互支
援のルールが確立されていない。洪水により氾濫する
おそれがある。

・排水ポンプ車等の実働訓練の実施や、出勤要請に
係る関係機関との調整方法の確認

緊急排水連絡体制

排水ポンプ格納場所

○○消防 ○町○番地
0157--○・・・

○○事務所 ○市○○○

011-○・・・・

遠軽町所有ポンプ配備

開発局所有ポンプ配備

○○樋門

○○樋門

●

●

○○自治会所有
トラクターポンプ配備

●

●
○○樋門

消防所有小型ポンプ配備

開発局所有ポンプ配備

出　水　（休日夜間）

（１）　参集範囲

　職員の区分

（２）　連絡体制

防災携帯 防災携帯
090-3395-3109 090-3395-3109
個人携帯 個人携帯
090-9080-0878 090-9080-0878

警戒２ 警戒２ 警戒２

警戒１ 警戒１

防災携帯

注意体制の場合、気象、水象等の状況により自宅待機とすることができる。
注意体制を執った場合、注意体制要員は、警戒体制参集要員に情報の連絡を行うものとする。
警戒体制１：はん濫注意水位に達した場合(△複数の河川ではん濫注意水位に達した場合）
警戒体制２：避難判断水位に達する恐れがある場合

参集要員

Ｈ２８非常参集連絡系統（治水課Ｈ２８．４．１）

職員の区分
体
制
の
人
員

課
　
　
　
長

補
　
　
　
佐

流
域
計
画
官

上
席
専
門
官

治

水

専

門

官

（
情

報

）

治

水

専

門

官

（
計

画

）

主
　
　
　
任

○

○

△

治

水

専

門

官

（
改

修

）
体制

注 意 体 制 3 ○ ○ ○

警 戒 体 制 １ 5 ○ ○ ○ △

警 戒 体 制 ２ 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

注意体制 警戒体制

○ ○非 常 体 制 9 ○ ○

気象情報の連絡
防災対策官（今）

課長補佐（長堀） 上席治水専門官（大田見） 流域計画官（古溝） 主任（松田）

治水課長（天野） 治水課長（天野）

防災携帯 防災携帯 防災携帯 個人携帯
090-8637-7820 090-5986-0817 090-7057-2908 090-2811-3692
個人携帯 個人携帯 個人携帯
090-2810-7946 090-9434-7363 090-5071-9364

治水専門官（以後） 治水専門官（市原） 治水専門官（安田）

防災携帯 防災携帯
090-7057-2909 090-9525-8238 090-5986-0818

個人携帯 個人携帯
090-1388-7810 090-8896-5363 090-8896-5974

＊
＊
＊
＊

：

個人携帯

○○町所有ポンプ配備

開発局所有ポンプ配備

開発局所有ポンプ配備

排水訓練の実施状況
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【フォローアップ】

本取組方針については、今後の取組状況を踏まえ随時見直しを行うこととしており、毎年出水期
前には、進捗状況を共有するなど持続的なフォローアップを行い、随時、取組方針を見直すこととす
る。
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まとめ （◆取組内容のポイント）

（ハード）
・越水等が発生した場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防天端の保護
対策の実施

（ソフト）
・想定最大規模の洪水に対する浸水深・浸水継続時間等の情報を踏まえ、避難経路の
設定や避難場所の見直しを実施し、ハザードマップの更新及び市町村の避難判断・伝達
マニュアル（水害編）の充実を図る。また、避難時間確保に資するべく、水防資機材の充
実や水防訓練の継続実施を図る。実や水防訓練の継続実施を図る。

・長期にわたる浸水に対し、社会経済活動の早期再開に資するため、既設排水系統を関
係機関と共有の上、資機材搬入経路と想定排水箇所の設定を行うとともに、開発局保有
の排水ポンプ車を活用した効率的な排水計画を検討し、訓練を実施する。また、長期に
わたる浸水に対する避難受入体制について検討する。

・防災意識の醸成により主体的な避難行動を促すために、幼少期からの防災教育を充
実させるとともに、観光客や市町村外への通勤、通学等の住民に対する情報発信方法
の検討を行う。

17


